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マイナーアクチニド核種等に対する中性子捕獲断面積の高精度化研究開発を、微分測定、積分測定、放射化学、

核データ評価の英知を結集し、原子力システム研究開発事業として実施した。本事業により得られた研究成果

とその意義について概説する。 
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1. 緒言 

放射性廃棄物の環境負荷低減技術として期待される核変換技術の基礎・基盤データとして、中性子核データの

精度向上が求められている。特に測定が難しいため、現在でも不確定さが大きいマイナーアクチニド（MA）核種

に対する中性子捕獲断面積の精度向上が最重要課題の一つである。本課題を解決するため、微分測定、積分測定、

放射化学、核データ評価の英知を結集した高精度化研究を、原子力システム研究開発事業「マイナーアクチニ

ドの中性子核データ精度向上に係わる研究開発」(英語名：Research and development for Accuracy 

Improvement of neutron nuclear data on Minor Actinides (愛称 AIMAC))として、平成 25 年 10月より 3

年半に渡り実施した。本事業により得られた研究成果とその意義を概説する。 

 
2. 研究開発成果 

高精度化を達成するために以下 5 つの研究項目を設定し、J-PARC MLF の中性子核反応装置 ANNRI や

京大炉ライナック施設を活用して研究開発を進めた。 

項目①「中性子捕獲断面積の高精度化」では、可変中性子スペクトル場を構築し、積分データの測定を

可能とするとともに、断面積の導出に用いる崩壊ガンマ線の放出率を高精度で決定した。項目②「TOF 測

定に用いるサンプル量の高精度決定」では、ガンマ線分光法や熱量測定法という独立した非破壊定量技術

を開発し、密封 MA サンプルの高精度定量を可能とした。項目③「共鳴パラメータの決定」では、ANNRI

等を活用して微分断面積を導出し、熱～共鳴領域の断面積を高精度化した。項目④「測定エネルギー範囲

の高速中性子領域への拡張」では、ANNRI の NaI スぺクトロメータを適用し、断面積の測定範囲を、従

来の約 100keV から約 800keV に拡張した。項目⑤「高品質評価」では、①～④の研究成果を反映すると

ともに、系統誤差要因の系統的補正や総合的評価手法を開発して断面積及び不確定さの評価を実施した。 

本報告では、上述に代表される複数の核データ高精度化技術の相互関連と核データ高精度化への役割、

及び波及効果について概説する。なお、各研究開発は、本シリーズ発表の(2)～(8)で詳述される。本報告は、

文部科学省のエネルギー対策特別会計委託事業として国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が実施し

た平成 26～28年度「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の成果である。 
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